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増強さ れる予定であ る 。来年度以降 も ，東北大学理
学部，北海道大学理学部，高知大学理学部等の協力
を いた だ き 順次観測点 も 増強 し，最終的に は全国に
約40観測点が展開される予定である 。それぞれの観
測点に は ，広帯域地震計 （スト ラッ カイ ゼン社製
ST S-1あ るい はSTS-2 ) およ び速度型強震計 （東京
測振製VSE31 1 )が設置さ れ，波形デー タ はすべて，
専用デジタ ル回線 （一 部はINSNet64) に より， リ
ア ル タイ ムでつ くばの防災科学技術研究所ま で転送
さ れる 。転送デー タ 量は，1 日 1観測点あ たり 約
30MBであり ，1 TB の容量を持つ デー タ マス ストー
レ ッジに観測開始以来のすべてのデー タ が蓄えら れ
る 。
こ こでは，近年急速に普及し，非常に手軽に しか
も 安価利用でき る電子メー ル によ って，こ のマスス
トー レ ッジに蓄えら れているすべての波形デー タ へ
ア ク セスし，デー タ を取得する 方法を紹介する。方
法はいた って簡単であ る 。以下のアド レスに，コ マ
ン ドを書いた電子メー ル を送れば，そのコ マ ンドが
自動的に解釈され，その結果が，送 り 主に返送 さ れ
る とい う 仕組みである。
wvserv@geo.bosai.go.jp 
コ マ ンド一 覧は，電子メー ルの本文にhelpと書いた
メー ル を送ると ，自動的に返送 される 。こ の場合，
helpの前に空白を 入れて は ならな い。UNIXの計算
機から だ と ，以下のコ マ ンドを実行すればよい。
%echo help I mail wvserv@geo.bosai.go.jp 
helpの内容は予告なく 更新 されるこ とがあ る ので，
時折helpの内容をチ ェッ クし，最新の情報を得 ら れ
る よ う にしていた だ きたい。
では，簡単な使い方の例をあげてお く 。ま ず，ど
の ような観測点，成分が利用できるかを調べるため
に は，stationと い うコ マ ンドを送る。UNIXの計算
機の場合は以下のコ マ ンドを実行すればよ い。
%echo station I mail wvserv@geo.bosai.go.jp 
すると ，利用可能な観測点，成分の一 覧が得 ら れる。
こ のデー タ ベー ス は，基本的に ，連続し た デー タ
（一 部の強震計の成分はト リ ガー デー タ ）である の
で，震源情報を持っていない。デー タ の取得にあた
っ て は，あ らか じめ，ほかのサー ビスを利用して震
源情報を得ておく 必要があ る 。こ のシステ ム のデー
タ の取得は，観測点名，成分名，デー タ 開始時刻，
デー タ 終了時刻を指定するこ とでおこ なう 。こ の シ
ス テムの時刻は，すべて，UT (Universal Time, 日
本時間ー 9 時間）を使用しているので注意していた
だ きたい。た と えばJIZ観測点のLHZ成分 (LPのZ成
分）の， 1995年6 月1 日0 時 0分 0 秒か ら ，1 995年
6 月 1日 1時 0 分 0 秒ま でのデー タ を取得したいと
き は，電子メー ルの本文に
get J IZ LHZ 95/06/01,00:00:00 95/06/01,01 :00:00 
と 書けばよい。ま た，同 じ観測点の，同 じ時間ウ イ
ン ドウのLPの全成分を取得 したい とき は，
get J IZ LHN 95/06/01, 00:00:00 95/06/01,01 :00:00 
get J IZ LHE 95/06/01, 00:00:00 95/06/01,01 :00:00 
get J IZ LHZ 95/06/01, 00:00:0 95/06/01,01 :00:00 
と ，3 行書 く必要があ る 。現在の とこ ろ，正規表現
（＊や ？ など）に対応 していない。
ま た，最近流行のWWWでのア ク セスも 可能にし
てある。以下の場所にア ク セスしてみていただき た
い。（将来，こ の場所は変更と なる可能性がある が，








こ のシ ステ ムを利用して，不都合 な点，疑問点，
要望等 は，
min@ge o.bosai .go.jp 
ま で，電子 メール を送っていただければ，可能な 限
りの改善 を行うつ もり であ る 。
最後 に，こ のデータ を利用す るに 当 た っての注意
事項 を以下につけておく ので，良 く 読んで，その趣
旨を理解 していただき たい。こ の文章 は， データ と
一緒 にreadme.doc とい う名前で送 ら れて く る。
（地圏地球科学技術研究部 福山英一 ）
「デー タ に関する覚書」
当 データ は，防災科学技術研究所 と 大学連合 との協
カ の下で進め ら れて い るFREE SIA Projectに属する
も のです。当 デー タ を研究 目 的に使用す る限 り 特に
制限を設けませんが，その成果 を論文等 で発表す る
に際し て は，FREE S IA Projectのデー タ を使用 し た
旨 を 明記 し，印刷物のあ る 場合には，下記へお送 り
く ださ い。
茨城県つ くば市天王台 3 - 1
防災科学技術研究所 地震活動研究室
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F R E E S I A  N ET 
（広帯域高ダイナミックレンジ地震観測点）
昆型`‘ 強‘ ‘ 震‘ ‘ 計‘ ‘ ‘ ‘ ̀ ‘ ヽ
（データ収集センタ̶ )
‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ‘ ` ‘ ‘ ヽ ．
フ リー ジ ア ネ ット ワークの観測点システ ム の概念図。
（上 ） 各観測点の装置の概念図。（下）防災科学技術研究
所のデー タ センターの装置の概念図
These data belong to the FREE SI A Project which is 
proceeded under the cooperati on between the National 
Research Institute for Earth Scie nce and Disaster 
Preven tion and the associati on of Japanese univer sities. 
There is no restr iction on using these data purposes of 
scien research. If you use all or part of these data in a 
publicati on, you are requested to ackn owledge the data 
source and to mail one copy of your publication to the 
ng address : 
Seismic Activity Laboratory 
National Rese arch Institute for Earth Scie nce and 
Disaster Preven tion 
3-1 Ten nodai, Tsukub a, Ibaraki 305 
Japan 
Thank you very much . 
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